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ドアミラーにおいて、特定の環境下で使用過程における紫外線の曝露が大きい場合、ミラーガラスの保護

コーティング層の劣化進行に影響を及ぼし、車両の走行振動等により、ミラーガラス部に緩みが生じるも

のがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、最悪の場合、ミラーガラス部が脱落して後方の

交通状況等が確認できなくなるおそれがある。 

 

改善の内容 

全車両、ドアミラーのミラーガラスを対策品と交換する。 

 

 

識別：キャンペーンステッカーに「外-3835、日付（西暦・月・日の順）ワークショップスタンプ」を記入し、     

ラゲージルームフロアに貼付する。 

 

 

 

ミラーガラス 

注： は、交換する部品を示す。 


